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   Ｃ０７Ｄ 307/14     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   3/24     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   3/20     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   3/26     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   3/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  307/14     ＣＳＰ　
   Ｃ１１Ｄ    3/24     　　　　
   Ｃ１１Ｄ    3/20     　　　　
   Ｃ１１Ｄ    3/26     　　　　
   Ｃ１１Ｄ    3/28     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  405/06     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  413/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月26日(2020.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）による環状フルオロ化合物であって：
【化１】

　式中、
　　Ｌは、Ｏ、ＣＨ２又は共有結合であり、
　　Ｘは、Ｆ又はＣＦ３から選択され、Ｙは、Ｈ、Ｆ又はＣＦ３から選択され、ＸがＣＦ

３であるとき、ＹはＦであり、ＹがＣＦ３であるとき、ＸはＦであり、
　　各Ｒｆ

１は、１～８個の炭素原子を含み、かつＯ、Ｎ又はこれらの組み合わせから選
択される少なくとも１つの連結された原子を任意選択により含む、直鎖又は分枝鎖のペル
フルオロアルキル基から独立して選択されるか、２つのＲｆ

１基は、一緒に結合して、４
～８個の炭素原子を含み、かつＯ、Ｎ又はこれらの組み合わせから選択される少なくとも
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１つの連結された原子を任意選択により含む、フルオロ環構造を形成し、
　　－ＣＦＺ－ＣＨＡＱ基は、前記環の少なくとも１つのＯ原子に対してαである環炭素
に結合し、
　　Ａは、Ｆ又はＣＦ３から選択され、
　　Ｚは、Ｈ、Ｆ又はＣＦ３から選択され、
　　Ｑは、（ｉ）Ｆ原子、（ｉｉ）Ｃｌ原子、（ｉｉｉ）１～８個の炭素原子を含み、か
つＯ、Ｎ若しくはこれらの組み合わせから選択される少なくとも１つの連結された原子を
任意選択により含む、直鎖、環状若しくは分枝鎖のペルフルオロアルキル基、又は（ｉｖ
）Ｇ（Ｒｆ

２）ｅ基（式中、Ｇは、Ｏ原子又はＮ原子である）から選択され、
　ＱがＣｌ原子であるとき、Ｚ及びＡはＦ原子であり、
　ＧがＯであるとき、ｅは１であり、ＺはＨ、Ｆ又はＣＦ３であり、ＡはＦであり、Ｒｆ
２は１～１０個の炭素原子を含み、かつＯ、Ｎ又はこれらの組み合わせから選択される少
なくとも１つの連結された原子を任意選択により含む、直鎖又は分枝鎖のペルフルオロア
ルキル基であり、
　ＧがＮであるとき、ｅは２であり、各Ｒｆ

２基は、独立して、１～８個の炭素原子を含
み、かつＯ、Ｎ又はこれらの組み合わせから選択される少なくとも１つの連結された原子
を任意選択により含む、直鎖又は分枝鎖のペルフルオロアルキル基であるか、２つのＲｆ
２基は、一緒に結合して、４～８個の炭素原子を含み、かつＯ、Ｎ又はこれらの組み合わ
せから選択される少なくとも１つの連結された原子を任意選択により含む、フルオロ環構
造を形成し、ただし、ＡがＣＦ３であるとき、ＺはＦであり、ＺがＣＦ３であるとき、Ａ
はＦである、
　環状フルオロ化合物。
【請求項２】
　ＱがＮ（Ｒｆ

１）２である、請求項１に記載の環状フルオロ化合物。
【請求項３】
　Ｎ（Ｒｆ

１）２がペルフルオロモルホリン基である、請求項１又は２に記載の環状フル
オロ化合物。
【請求項４】
　Ｑが４個未満の炭素原子を含むペルフルオロアルキル基である、請求項１に記載の環状
フルオロ化合物。
【請求項５】
　Ｘ及びＹが両方ともＦである、請求項１～４のいずれか一項に記載の環状フルオロ化合
物。
【請求項６】
　Ａ及びＺが両方ともＦである、請求項１～５のいずれか一項に記載の環状フルオロ化合
物。
【請求項７】
　前記不飽和フルオロ化合物が、以下の化合物：
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【化２】
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【化３】
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【化４】

　及びこれらの組み合わせのうちの少なくとも１つを含む、請求項１～６のいずれか一項
に記載の環状フルオロ化合物。
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【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の環状フルオロ化合物の使用であって、前記環状フ
ルオロ化合物が洗浄組成物中にある、使用。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の環状フルオロ化合物の使用であって、前記環状フ
ルオロ化合物が電解質溶媒又は添加剤である、使用。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の環状フルオロ化合物の使用であって、前記環状フ
ルオロ化合物が熱伝達流体である、使用。
【請求項１１】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の環状フルオロ化合物の使用であって、前記環状フ
ルオロ化合物が気相はんだ付け流体である、使用。
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